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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.9425%程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

　最近5期の分配金の推移

2024/06/24 0 円

設定来合計 0 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

Eastspring Investments – India Equity Fund Class CJ（円建て、ヘッジなし） 98.5%

マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.2%

 短期金融商品・その他 1.3%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

 基準価額 11,762 円

 純資産総額 422.0 億円

※基準価額は1万口当たりです。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCIインド指数（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。
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　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 5.62% 1.09% 9.60% 　　 － 　　 － 17.62%

参考指数 ▲ 3.95% 3.48% 12.42% 　　 － 　　 － 25.99%

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/11）  553376
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   Eastspring Investments – India Equity Fundの状況（1）

   参考情報

※各比率は、「Eastspring Investments – India Equity Fund」の組入銘柄評価額の合計を100％として計算しています。

※国・地域は登録国で表示しています。

※業種区分は、原則としてMSCI/S&P GICSに準じています（一部イーストスプリング・インベストメンツの判断に基づく分類を採用）。

なお、GICSに関しての知的財産権は、MSCI Inc.およびS&Pに帰属します。

（出所：Eastspring Investments (Singapore) Limitedのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

国・地域別組入比率（上位10） 通貨別組入比率（上位10）

国・地域 比率 通貨 比率

1 インド 100.0% 1 インドルピー 100.0%

2 　　　　　　　　　　— —        2 　　　　　　　　　　— —        

3 　　　　　　　　　　— —        3 　　　　　　　　　　— —        

4 　　　　　　　　　　— —        4 　　　　　　　　　　— —        

5 　　　　　　　　　　— —        5 　　　　　　　　　　— —        

6 　　　　　　　　　　— —        6 　　　　　　　　　　— —        

7 　　　　　　　　　　— —        7 　　　　　　　　　　— —        

8 　　　　　　　　　　— —        8 　　　　　　　　　　— —        

9 　　　　　　　　　　— —        9 　　　　　　　　　　— —        

10 　　　　　　　　　　— —        10 　　　　　　　　　　— —        

業種別組入比率（上位10） 企業規模（株式時価総額）別構成比率

業種 比率 企業規模 比率

1 銀行 20.2% 大型株 80.4%

2 素材 10.0% 中型株 14.0%

3 ソフトウェア・サービス 8.9% 小型株 5.6%

4 自動車・自動車部品 8.7%

5 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 8.4%

6 エネルギー 8.3%

7 金融サービス 8.1%

8 保険 5.7%

9 資本財 5.7%

10 電気通信サービス 4.1%

※企業規模は、インド証券取引委員会（SEBI）の定義に基づく

ICICIAMによる分類です。SEBIの規模別分類の基準は

以下の通りです。

・大型株：時価総額1位～100位に準ずる銘柄

・中型株：時価総額101位～250位に準ずる銘柄

・小型株：それ以外の銘柄

※小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%に

ならない場合があります。
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（ポイント） MSCIインド指数（配当込み）〔円換算後〕

※MSCIインド指数（配当込み）〔円換算後〕は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて

算出しております。
（出所：BloombergデータよりＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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   Eastspring Investments – India Equity Fundの状況（2）

組入上位10銘柄 (組入銘柄数:　66)

銘柄名 業種 国・地域 比率 銘柄概要

1
リライアンス・インダストリー
ズ

エネルギー インド 7.8%
ガソリン、灯油、液化石油ガス（LPG）などの製造のほか、合成繊維、
テキスタイル、混紡糸などの製造、販売も行う。

2 ICICI銀行 銀行 インド 7.6%
インド全土に支店網を有する商業銀行。個人および法人業務に加
え、外国為替、資金、財務管理サービス等を手掛ける。

3 インフォシス ソフトウェア・サービス インド 5.3%
世界各地に拠点を持ち、ITコンサルティングおよびソフトウェアサー
ビスを提供するコンピューターサービス会社。

4 アクシス銀行 銀行 インド 4.3%
インドで総合的な銀行業務を展開する商業銀行。主なサービスは、
リテール銀行業務、資産運用、資金管理、非居住インド人向けサービ
スなど。

5 HDFC銀行 銀行 インド 4.2%
グローバルな企業に金融サービスを提供する商業銀行。コーポレー
トバンキングや資産管理業務等も行う。

6
サン・ファーマシューティカル・
インダストリーズ

医薬品・バイオテクノ
ロジー・ライフサイエン
ス

インド 4.1%
ジェネリック医薬品を中心に内科、神経科、精神科などに向けた医
薬品を製造・販売する。

7 バルティ･エアテル 電気通信サービス インド 4.1%
通信サービスを提供する電気通信事業者。アジアやアフリカでも事
業を展開。

8 マルチ・スズキ・インディア 自動車・自動車部品 インド 3.5%
日本の自動車メーカー・スズキのインド子会社。インド国内の幅広い
層をターゲットとした乗用車を製造、販売する。

9 ウルトラ･テック･セメント 素材 インド 2.6% セメントおよび各種関連事業に携わる大手セメントメーカー。

10 シーメンス 資本財 インド 2.4%
産業、インフラ、運輸などの分野で事業を展開するテクノロジー企
業。

※比率は、「Eastspring Investments – India Equity Fund」の組入銘柄評価額の合計を100％として計算しています。

※銘柄名は、イーストスプリング・インベストメンツが翻訳したものであり、発行体の正式名称と異なる場合があります。

※業種区分は、原則としてMSCI/S&P GICSに準じています（一部イーストスプリング・インベストメンツの判断に基づく分類を採用）。

なお、GICSに関しての知的財産権は、MSCI Inc.およびS&Pに帰属します。

※国・地域は登録国で表示しています。

※銘柄の概要は、組入銘柄の紹介を目的としてイーストスプリング・インベストメンツが作成したものであり、特定の銘柄の推奨や将来の

値動きを示唆するものではありません。

（出所：Eastspring Investments (Singapore) Limitedのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ファンドマネージャーのコメント

※当ファンドが高位に組入れております「Eastspring Investments – India Equity Fund」のファンドマネージャーコメントを

基に作成しています。

8月のインド株式市場は上昇しました。月初は米経済指標の悪化を受けて景気後退懸念が強まったことなどから世界的な株安となり、

インド株式市場も下落しました。その後は、米国で9月の利下げの可能性が高まったことなどを背景に投資家心理が改善し、反発しました。

月末にかけては国内投資家に加え海外投資家の買い越しも支援材料となり、主要株価指数は史上最高値を更新する展開となりました。

セクター別では、大手通信会社が米アップル社との戦略提携を発表したことが好材料視されたコミュニケーション・サービスや、業績の

安定性が評価されたヘルスケアなどが上昇しました。一方で月初の世界的な株安以降、投資家の景気敏感株を避ける動きから物色の対

象外となった不動産や、インド企業が電力供給を行っているバングラデシュからの電力料金の支払遅延報道が嫌気された公益事業など

が下落しました。

為替市場では、米国の利下げ観測等を背景に円高が急速に進行したため、インドルピーも円に対して大幅に下落しました。

運用につきましては、トップダウンとボトムアップの融合によるアプローチで、経営の質、ビジネスモデルの強さ、成長の長期継続性や

バリュエーションを考慮して投資を行いました。

具体的には、大手ドラッグストア株を新規に買い付けた一方、製薬会社株などを売却しました。

インド株式市場は、米国の景気減速等を背景にグローバル株式市場の変動性が高まる局面も想定されますが、インド経済は個人消費な

ど名目国内総生産（GDP）の約9割を占める内需の拡大を追い風に堅調に推移しており、海外景気の影響を受けにくいと見られることか

ら、相対的に底堅い推移が予想されます。また、好調な経済を背景にインド企業は2桁増益が継続すると予想されており、2025年業績

予想ベースで見ると過去平均と比較して割安な水準にあることも支援材料になると考えられます。7月下旬に発表された2024/25年

度の国家予算案の内容は、住宅ローン、生活必需品、旅行関連、農村部の消費など複数の分野でプラスに寄与すると見ています。特に農

村部の消費は関連企業の2024年4-6月期決算においても回復の兆しが確認されており注目されます。こうした投資環境では、好調な

インド経済の恩恵を受ける企業の中で、適正なバリュエーションにある銘柄を中長期的な視点で捉えて投資機会を見出したいと考えてい

ます。

インドでは、制度改革やインドへのグローバル・サプライチェーンのシフトによる輸出拡大や設備稼働率の改善が進展しています。こうし

た中、インドの経済成長の恩恵を受ける企業、中でも不動産や建設関連企業に着目しています。これまでインドでの設備投資は公共投資

が主体でしたが、足元では民間投資が拡大しており、中長期的な経済成長につながると見ています。個人消費については、若年層が豊富

な人口動態、所得の増加、今後の耐久消費財の普及、急速な都市化などを背景に、安定した成長が継続すると期待しています。この中で

構造的な収益成長トレンドにある電気通信サービスや、中長期的な名目GDP成長率を上回る収益成長が期待される金融サービスに着目

しています。

銘柄選択においては、経営の質、ビジネスモデルの強さ、成長の継続性とバリュエーションを考慮して、借り入れコスト増など不確実な

事業環境の中でも着実にキャッシュフローを生み出すことができる企業を選別投資していきます。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

シン・インド割安成長株ファンド
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　ファンド情報

設　定　日 2023年12月27日

償　還　日 2045年12月22日

決　算　日 毎年6月22日および12月22日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）
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　ファンドの特色（2）
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　投資リスク（1）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ
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　ファンドの費用

　委託会社および関係法人の概況

委 託 会 社 ＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社　 （ファンドの運用の指図を行います。）

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第370号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

受 託 会 社 三井住友信託銀行株式会社　 （ファンドの財産の保管及び管理を行います。）

シン・インド割安成長株ファンド
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日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

三縁証券株式会社 東海財務局長（金商）第22号 ○

株式会社証券ジャパン 関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

三晃証券株式会社 関東財務局長（金商）第72号 ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

武甲証券株式会社 関東財務局長（金商）第154号 ○

商号 登録番号

加入協会

※岡三証券株式会社は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会にも加入しております。

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次証券会社が含まれる場合があります。

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説
明書（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますよ
うお願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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